

































Developmental changes in infant play alone with blocks
―Focusing on toys in kindergartens and nurseries―
MAE Yuki, NISHIDATE Arisa
E-mail: nishiari@edu.u-toyama.ac.jp
Abstract
The purpose of this study is to observe children aged between 3 and 6 years old who play alone with LEGO 
blocks, and to find out if there are differences in the number of times they assembled or disassembled the 
blocks, the time spent on building the object, whether they stopped playing and why, the number of times the 
object was broken in the middle of the object and why, the characteristics of the modeling with the blocks, and 
the way they handled the object, depending on their grade. 
Non-participatory observations were conducted with children in the 3, 4, and 5 year old classes at one 
accredited kindergarten, and data were obtained for 25 children in the 3 year old class, 21 children in the 4 year 
old class, and 21 children in the 5 year old class. The results for the 5-year-old class showed that 62% of the 
children assembled the blocks 60 or more times, 57% disassembled them 20 or more times, and spent an average 
of 19 minutes and 12 seconds making their works of art, all of which were significantly more than other grades. 
There was significantly less collapsing of the work due to poorly fitted parts in the 5-year-old class.
On the other hand, the most common reasons for discontinuing play were "to play with something I made," 
"to talk to my friends" and "to watch my friends play," and there was no significant difference between the 
three grades. In terms of the characteristics of the models using blocks, many of the models in the 3 years old 
class were made by stacking 3-dimensional parts vertically or combining them with board-like parts, while the 
models in the 4 years old class were made by connecting blocks horizontally into long shapes or by combining 
multiple board-like parts, and in the five-year-old class, there was a lot of elaborate building of parts of various 
sizes and shapes.
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得られたデータ数は計 67 名分であり、3 歳クラスが
全体の 37％（25 名）、4 歳クラスが 31％（21 名）、5 歳
クラスが 31％（21 名）であった。また、対象児の性別は、
全体の 64％（43 名）が男児、36％（24 名）が女児であ
り、いずれの学年においても男児の方が多かった（3 歳
クラスは男児 16 名，女児 9 名；4 歳クラスは男児 15 名，
女児 6 名；5 歳クラスは男児 12 名、女児 9 名）。
２．手続き




































30 回未満が最も多く（48％）、4 歳クラスでは 30-60 回




るケースは 3 歳クラスで多く、5 歳クラスで少なかった。
また、5 歳クラスでは組み立て回数が 60 回以上である
ケースが多かった。
－ 60 －
ブロックの分解回数（表 1）は、3 歳クラスでは 20 回
未満が 80％、4 歳クラスでは 20 回未満が 67％であった。
一方、5 歳クラスでは 20 回以上が 57％と最も多かった。
学年間の差の有無についてχ2 検定を行ったところ、5％
水準で有意差が認められた（χ2(2)=6.93, p<0.05）。残差
分析より、分解回数が 20 回未満であるケースは 3 歳ク
ラスで多く、5 歳クラスで少なかった。また、分解回数








間は 3 歳クラスでは平均して 10 分 38 秒、4 歳クラスで






いては、3 歳クラスの平均が 4 分 5 秒、4 歳クラスが 6

















3 歳クラスでは 5 回未満が最も多く（56％）、5-10 回未
満は 32％、10 回以上は 12％であった。4 歳クラスでは
5-10 回未満が 57％と最も多く、5 回未満が 33％と次いだ。
5 歳クラスでは、5 回未満が 38％、10 回以上が 33％であっ
た。学年間に差はあるかについてχ2 検定を行ったとこ
ろ、有意傾向が認められた（χ2(2)=8.33, p<0.1）。残差分














3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(N=25) (N=21) (N=21)
＜組み立て回数＞
30 回未満 48％（12 名） 29％（6 名） 5％（ 1 名） 11.91* 
30-60 回未満 24％（ 6 名） 38％（8 名） 33％（ 7 名）
60 回以上 28％（ 7 名） 33％（7 名） 62％（13 名）
＜分解回数＞
20 回未満 80％（20 名） 67％（14 名） 43％（ 9 名） 6.93* 
20 回以上 20％（ 5 名） 33％（ 7 名） 57％（12 名）
※残差分析より有意であった数値は太字にして示した。 *: p<0.05
3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス F 値 多重比較の結果
(N=25) (N=21) (N=21)
制作時間の平均 10 分 38 秒 14 分 5 秒 19 分 12 秒
7.05** 3 歳＜ 5 歳
（標準偏差） （7 分 45 秒） （5 分 58 秒） （9 分 7 秒）
中断時間の平均 4 分 5 秒 6 分 17 秒 6 分 42 秒
2.66 ―
（標準偏差） （3 分 41 秒） （4 分 31 秒） （4 分 23 秒）
**: p<0.01
－ 60 － － 61 －
ブロックを用いた幼児の一人遊びとその発達的変化
の学年も 5 回未満が多く、3 歳クラスでは 84％、4 歳ク
















3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(N=25) (N=21) (N=21)
5 回未満 56％（14 名） 33％（ 7 名） 38％（8 名）
5-10 回未満 32％（ 8 名） 57％（12 名） 29％（6 名） 8.33 †
10 回以上 12％（ 3 名） 10％（ 2 名） 33％（7 名）
※残差分析より有意であった数値は太字にして示した。 † : p<0.1
表 4．ブロック遊びの場で作品づくりを中断していた間に何をしていたか（重複計数）
3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(n=23) (n=21) (n=21)
つくったもので遊ぶ 91％（21 名） 95％（20 名） 81％（17 名） 2.39  
友達と話す 74％（17 名） 43％（ 9 名） 57％（12 名） 4.38  
　レゴ友と話す 44％（10 名） 33％（ 7 名） 43％（ 9 名） ―
　レゴ友以外と話す 57％（13 名） 33％（ 7 名） 38％（ 8 名） ―
友達の遊びを見る 65％（15 名） 76％（16 名） 81％（17 名） 1.50  
　レゴ友を見る 30％（ 7 名） 24％（ 5 名） 43％（ 9 名） ―
　レゴ友以外を見る 61％（14 名） 76％（16 名） 76％（16 名） ―
パーツをもてあそぶ 39％（ 9 名） 38％（ 8 名） 29％（ 6 名） 0.64  
ぼーっとする 26％（ 6 名） 24％（ 5 名） 38％（ 8 名） 1.21  
パーツを取り合う 0         14％（ 3 名） 10％（ 2 名） 3.30  
その他 35％（ 8 名） 19％（ 4 名） 33％（ 7 名） ―
※「レゴ友」とは、同じようにレゴブロックを使った遊びをしていた子どもを指す。
表 5．作品づくりを中断して、その場から離れた回数
3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(N=25) (N=21) (N=21)
5 回未満 84％（21 名） 81％（17 名） 86％（18 名）
0.18
5 回以上 16％（ 4 名） 19％（ 4 名） 14％（ 3 名）
表 6．その場を離れて何をしていたか（重複計数）
3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(n=21) (n=14) (n=18)
友達の遊びを見に行く 43％（ 9 名） 43％（6 名） 39％（ 7 名） 0.08  
欲しいパーツを探しに行く 33％（ 7 名） 21％（3 名） 28％（ 5 名） 0.59  
つくったもので遊ぶ 19％（ 4 名） 21％（3 名） 6％（ 1 名） 1.97  
つくったものを見せに行く 14％（ 3 名） 14％（2 名） 17％（ 3 名） 0.05  
先生に呼ばれる 5％（ 1 名） 0        28％（ 5 名） 7.54* 










































を計数した結果を表 7 に示した。表 7 より、どの学年に
おいても 5-20 回未満が最も多く（3 歳クラスは 56％，4



















3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(N=25) (N=21) (N=21)
5 回未満 28％（ 7 名） 24％（ 5 名） 19％（ 4 名）
2.995-20 回未満 56％（14 名） 67％（14 名） 52％（11 名）
20 回以上 16％（ 4 名） 10％（ 2 名） 29％（ 6 名）
表 8．作品が壊れた理由（重複計数）
3 歳クラス 4 歳クラス 5 歳クラス χ2 値
(n=23) (n=21) (n=20)
取り付け不十分 100％（23 名） 95％（20 名） 80％（16 名） 6.35* 
（パーツの差し込みが甘い）
自己要因 96％（22 名） 100％（21 名） 100％（20 名） 1.81  
組み立て失敗 87％（20 名） 81％（17 名） 90％（18 名） 0.73  
分解失敗 52％（12 名） 57％（12 名） 75％（15 名） 2.53  
不注意 30％（ 7 名） 38％（ 8 名） 35％（ 7 名） 0.29  
動かしてみた際に壊れる 78％（18 名） 67％（14 名） 71％（15 名）
その他 4％（ 1 名） 14％（ 3 名） 19％（ 4 名） ―
他者要因（壊される） 17％（ 4 名） 10％（ 2 名） 25％（ 5 名） 1.73  
※残差分析より有意であった数値は太字にして示した。 *: p<0.05


























や武器（図 1-2 の C）をつくった子どもは、立体パーツ
を使っていることが多かった。また、飛行機の翼が一方












4 歳クラスでは、図 2 の F のように立体パーツを横に
長くつなぐ組み立てが複数の子どもの造形において見ら
れた。また、図 2 の G のように板状パーツをいくつか
組み合わせ、それに立体パーツを付けていく作品も複数
見られた。このようにずらしてつなぐ技法を多く用いる
ことで、4 歳クラスでは 3 歳クラスと比べてより長い、
あるいは面積の広い作品がつくられていた。
4 歳クラス児の作品には乗り物や家などがあったが、





要な鉄道信号（図 2 の F-b）やプラットホーム（図 2 の
F-c）などが合わせてつくられたケースがあった。家に
ついては、板状パーツをつなぎあわせ、その上に立体パー










左右対称で、その構造は 3 歳クラス児や 4 歳クラス児の
作品と比べると複雑であり、より多くのさまざまな形の
パーツが用いられていた。たとえば、空中を飛ぶ乗り
物の羽の形は折り畳み型（図 3 の J-d）や翼型（図 3 の







（図 3 の K-a）をつくった子どもや、板状パーツと立体
パーツを組み合わせて二階建ての家（図 3 の K-b）をつ
くった子どもがいた。乗り物以外には、「お部屋」（図 3















を飲むまねをしてみたりする（図 1-1 の A-i）といった
ように、作品の造形や作品を使った遊びが変化していく
ケースがあった。また、立体パーツをひたすら組み続け
る（図 1-2 の E-b）、立方体の側面に偶然にできた穴に
































































るという作業を、3 歳クラス児でも平均して 10 分程度
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